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１ はじめに 

 屋外貯蔵タンクにおける定期点検では、従来より目視

を中心とした点検がなされており、大規模な屋外貯蔵タ

ンクの供用中に、高所などのいわゆる点検困難部位の点

検を行う際には、地上及び廻り階段から目視検査が行わ

れてきました。 

近年、産業分野においては新技術としてのドローンの

利活用に注目が集まっており、保安分野における点検に

もドローンの導入が進みつつあります。 

一方で、危険物施設においては危険区域内の防爆規制

により、非防爆機器であるドローンの導入が進んでいま

せんでしたが、屋外貯蔵タンクにおいては、一定の条件

下における危険区域の合理化が図られ、ドローンを定期

点検に導入することが可能となりました。 

カメラ等撮影機器を搭載したドローンを従来の目視点

検に替えて屋外貯蔵タンクの点検困難部位の点検に導入

することにより、地上からの目視で生じる死角対策、足

場等設置コストの低減、高所危険作業の削減等の効果が

期待されます。 

これらを踏まえ、消防庁では令和 4年度に「新技術を

活用した屋外貯蔵タンクの効果的な予防保全に関する調

査検討会」を開催しました。 

検討結果を報告書にとりまとめ、併せて「ドローンを

活用した屋外貯蔵タンクの側板等の点検に係るガイドラ

イン」を策定しましたので紹介します。 

 

２ 従来の直接目視によるタンク側板等の点検とその

課題 

 タンク側板等の点検は、定期点検又は内部開放時の点

検において、主として直接目視により行われており、著

しい腐食が確認された場合には、当該腐食の定量化を行

い、補修の要否が判断されています。 

従来の直接目視による点検は、地盤面及び階段部等か

ら行われることが多く、この方法ではタンク側板等の全

体的な状況が点検できる一方で大規模なタンクでは近接

目視ができるのは低所及び階段部周辺のみであり、階段

部周辺を除く高所については遠望目視とならざるを得ま

せんでした。また、地盤面からの目視ではウインドガー

ダー等の附属物取付け部には死角が生じることとなり、

直接目視することが困難でありました。（図１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内部開放時の点検では、タンクに足場やゴンドラ等を

設置して点検を行うこともあり、この方法であれば、階

段部周辺を除く高所や附属物取付け部の死角が生じる箇

所であっても近接目視による点検を行うことができま

す。しかしながら足場等の設置には多大な労力と費用が

かかるうえ、高所作業が伴うため、墜落や転落の危険が

ありました。（図２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新技術を活用した屋外貯蔵タンクの効果的な予防保全に

関する調査検討報告書」の概要 

消防庁危険物保安室 

図１ 従来の目視点検 

図２ 足場を設置して行う点検の例 
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３ 消防危第 175 号通知の発出について 

令和３年度に消防庁で実施した「危険物施設における

スマート保安等に係る調査検討会」では、タンク周囲で

ドローンや IoT 機器の使用を可能とすることを目的とし

て、定常時（危険物の受払いや水切り作業等の特別な作

業が行われておらず、貯蔵のみを行っている状態）にお

ける可燃性蒸気の滞留状況を測定する実証実験が行われ

ました。この実証実験において、タンクの周囲に爆発性

雰囲気となるような濃度の可燃性蒸気は滞留しないこと

が確認され、令和４年８月４日付け消防危第 175 号「屋

外貯蔵タンク周囲の可燃性蒸気の滞留するおそれのある

場所に関する運用について」が発出さました。 

175 号通知により一定条件下での危険区域の合理化が

図られたことから、供用中のタンクに接近させたドロー

ン飛行が可能となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 各種調査と実証実験での検証項目の整理 

ドローンを活用した点検の課題を整理するため、国内

におけるドローンに関係する法令の調査、ヒアリング調

査、腐食の定量化技術の調査、ドローンで取得した検査

データの活用・管理方法に関する調査を実施しました。 

各種調査結果から抽出した課題を下記の４項目に整理

し、整理された各検証項目について、実証実験を実施し

ました。 

 

①タンク近接飛行を行う際の安全対策やドローン運用

上の留意事項に関する検証 

②腐食・損傷の撮影条件に関する検証 

③ドローン飛行方法と点検の効率性に関する検証 

④点検結果の記録方法に関する検証 

 

５ 調査検討結果 

実証実験などを踏まえ、ドローンを活用した効果的な

タンク外観点検を行うための方策について検討を行い、

以下の結論が得られました。 

(1)ドローンをタンクに接近させて飛行を行うために

は、適切な機体選定や安全装備を備える等のハード

面での対策のほか、電波障害や突風に備えた監視体

制の構築等、ソフト面での対策を行う必要があるこ

と。 

(2)タンクの腐食・損傷箇所の撮影時には、静止画及び

動画撮影時に生じうる不具合の解消又は軽減対策を

講じる必要があること。 

なお、事業者が点検を行う場合に自らの設定する

検出基準値や使用撮影機材に応じて適切な撮影距離

を決定するための事前検証を行うことが望ましい。 

(3)ドローンで撮影したタンク静止画からオルソ画像や

３Dモデルを生成し、当該オルソ画像等に詳細静止

画等を紐付けることにより、タンク外観点検の結果

を視覚的かつ 一元的に記録することが可能であり、

従来の紙の図面への記録に替わる点検記録方法とな

り得ること。 

 

  

図３ 175 号通知発出前の危険区域とドローンの飛行位置 

図４ 175 号通知発出後の危険区域とドローンの飛行位置 
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６ ガイドラインの策定 

調査検討結果からタンク供用中の定期点検又は開放時

の点検でタンク外面を点検するためにカメラ等を搭載し

たドローンを用いて従来の目視点検に代替する点検を行

う際に、タンク所有者等が自主保安を推進するために参

考となる指針として「ドローンを活用した屋外貯蔵タン

クの側板等の点検に係るガイドライン」を策定しまし

た。 

 

７ その他 

「新技術を活用した屋外貯蔵タンクの効果的な予

防保全に関する調査検討報告書」及び「ドローンを

活用した屋外貯蔵タンクの側板等の点検に係るガ

イドライン」については、消防庁ホームページから

閲覧できます。「消防庁トップページ」→「審議会・

検討会等」→「検討会等」→「令和４年度開催の検

討会等」→「新技術を活用した屋外貯蔵タンクの効

果的な予防保全に関する調査検討会」 

（ https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/post

-120.html） 

（以上） 

 


